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AWS Black Belt Online Seminar とは
AWSJのTechメンバがAWSに関する様々な事を紹介するオンラインセミナーです

【火曜 12:00~13:00】
主にAWSのソリューションや
業界カットでの使いどころなどを紹介
(例：IoT、金融業界向け etc.)

【水曜 18:00~19:00】
主にAWSサービスの紹介や
アップデートの解説
(例：EC2、RDS、Lambda etc.)

※開催曜日と時間帯は変更となる場合がございます。
   最新の情報は下記をご確認下さい。

オンラインセミナーのスケジュール&申し込みサイト
– https://aws.amazon.com/jp/about-aws/events/webinars/
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https://aws.amazon.com/jp/about-aws/events/webinars/


AWS Black Belt Online Seminar へようこそ！
質問を投げることができます！

Adobe ConnectのQ&Aウィンドウから、質問を書き込んでください。
（書き込んだ質問は、主催者にしか見えません）
今後のロードマップに関するご質問はお答えできませんのでご了承ください。
Twitterへツイートする際はハッシュタグ #awsblackbelt をご利用くださ
い。
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①Q&Aウィンドウ
右下のフォームに
質問を書き込んで

ください

②吹き出しマークで
送信してください



内容についての注意点

• 本資料では2017年3月8日時点のサービス内容および価格についてご説明しています。最新の
情報はAWS公式ウェブサイト(http://aws.amazon.com)にてご確認ください。

• 資料作成には十分注意しておりますが、資料内の価格とAWS公式ウェブサイト記載の価格に
相違があった場合、AWS公式ウェブサイトの価格を優先とさせていただきます。

• 価格は税抜表記となっています。日本居住者のお客様が東京リージョンを使用する場合、別途
消費税をご請求させていただきます。

• AWS does not offer binding price quotes.  AWS pricing is publicly available and is 
subject to change in accordance with the AWS Customer Agreement available at 
http://aws.amazon.com/agreement/.  Any pricing information included in this 
document is provided only as an estimate of usage charges for AWS services based 
on certain information that you have provided.  Monthly charges will be based on 
your actual use of AWS services, and may vary from the estimates provided.
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I N T R O D U C I N G



現在のコラボレーションの課題

適切な選択
使いにくさ

信頼性の不足
高価

機能性の低下
遅いユーザーインター

フェース
運転時の危険性

一時的なネットワーク
デバイスのスイッチ

ミーティングの予定は?
PIN

スタートの遅れ
誰が参加している?

聴きづらさ
どうやってビデオを有効に?

ビデオのフリーズ

従業員
候補者

見込み客
顧客

サプライヤー
パートナー

多すぎるツール 機能しないモバイル 非効率なミーティング 組織の壁
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Amazon Chime

ビジネスチャットビデオカンファレンスオンラインミーティング アドミニストレーション

インスタントメッセージング
プレゼンス
チャットルーム

ワンクリックでスタート
ラップトップとモバイル
ルームベースのビデオ

カンファレンスコール
画面共有
リモートコントロール

従量課金
Webコンソール
AWSセキュリティ
AWSサポート
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クライアント

レガシーモバイルデスクトップ
Telephone
In Room Video

iPhone
Android
iPad

Windows
Mac
Web
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Chimeが meet@chime.me へのインビテーションを確認してミーティングを作成

オンラインデバイスへのインビテーションがChimeから「コール」される

ユーザーが参加
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ミーティング機能
• オンラインリスト
• ボリュームコントロール
• リモートミュート
• 録画
• ロック
• ウィンドウ共有
• 画面共有
• パーソナルリンク (chime.aws/name)
• イベントモード
• 容易なデバイス切り替え
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ビデオカンファレンス

• ワンクリックビデオ
• デスクトップ上に16画面のビデオ
• モバイル上に8画面のビデオ
• ビデオサイドバー
• ピクチャ・イン・ピクチャ
• Polycom, Ciscoなどのルームベー

スのビデオシステムとの互換性
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オーディオエクスペリエンス

• カスタムのVoice over IP (VoIP) テクノロジー
• 高精度なサウンド品質
• 極端に貧弱なネットワークに対応 (3G, Wi-fi)
• サウンドロスによる言い直しの必要を最小化
• ネットワーク切断時に自動的に再接続
• モバイル帯域の消費を最小にするように最適化
• 80カ国以上の有料・無料通話番号
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チャット
• 2人またはグループチャット
• チャットルーム
• 永続的なチャット
• デリバリと既読の確認
• 統一されたデスクトップとモバイル
• 在席確認
• @メンション
• 絵文字
• 添付ファイル
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単一のアプリ– レガシーなアプリケーションの廃止

Amazon Chimeは、オンラインミーティング、通話、
チャットなど、すべてのデバイスで利用できる単一のア
プリケーションを提供しています。

社内登録がはじまれば、今まで使用していた複数のレガ
シーアプリケーションを廃止することができます ”

“
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Stay connected - 既存のハードウェアを使用

Amazon Chimeは、私たちのグローバルチームをつな
ぎ続けます。 Amazon Chimeでは、ミーティングの生
産性が向上し、エンジニアリングチームとの日常的なス
タンドアップが楽しくなります。

Amazon ChimeはLifesize会議室のビデオシステムと連
携しています。 Amazon Chimeは現在、私たちのコミ
ュニケーション戦略に不可欠です ”

“
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エディション
• Basic Edition

– 無料
– ミーティングへの参加、1対1のビデオカンファレンス、すべてのチャット機能

• Plus Edition
– $2.50/月
– 電子メールドメインの管理、ユーザーあたり1GBのメッセージ保存、Active 

Directory接続

• Pro Edition
– $15.00/月
– 100人まで参加のミーティングのスケジュールとホスト
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※30日間の無料お試し期間をクレジットカードなしで提供



エディションの詳細
機能 Basic Plus Pro

チャット (1:1 と Room) Yes Yes Yes

1:1 音声とビデオコール Yes Yes Yes

画面共有 Yes Yes

ミーティングのスケジュールとホスト
(最大で100人の参加者)

Yes

ミーティングの録画 Yes

80カ国以上のPSTNダイヤルイン Yes

カンファレンスルームビデオシステム Yes

アドミニストレーション Basic Plus Pro

ユーザー管理 Yes Yes

Active Directory Yes Yes

保管 30日 1 GB/ユーザー 1 GB/ユーザー

価格 Basic Plus Pro

シート数 (ユーザー1ヶ月単位) 無料 $2.50 $15.00

PSTN (参加者1分あたり)  chime.aws/dialinrates
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前提条件
• Windows

– Windows 7/8.1/10 32bitおよび64bit
• Mac OS

– OS X 10.10以降
• Android

– Android OS 3.0以降　※Kindle Fireタブレットは未サポート
• iOS

– iOS 9.0以降

• ブラウザの前提条件
– Internet Explorer 9/10/11およびMicrosoft Edge
– Firefox 48以降
– Chrome 54以降

20 http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/chime/latest/ug/chime-requirements.html

http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/chime/latest/ug/chime-requirements.html
http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/chime/latest/ug/chime-requirements.html


Amazon Chimeアカウントの作成
• Amazon Chimeクライアントのダウンロード

– http://chime.aws/download

• Amazon Chimeクライアントを起動し、Sign in/Sign upからメール
アドレスを入力

• Login with Amazon, Create a new Amazon accountを選択

• 名前とメールアドレス、パスワードを入力してCreate your 
Amazon accountを選択

• I agreeを選択してAmazon Chimeで使用するAmazonアカウントに
アクセス許可を付与し、メールをチェックしてVerify Meを選択

21
http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/chime/latest/ug/chime-create-account.html

http://chime.aws/download
http://chime.aws/download
http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/chime/latest/ug/chime-create-account.html
http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/chime/latest/ug/chime-create-account.html
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ユーザーインタフェース
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ミーティングのスケジュール

• OutlookまたはGoogleカレン
ダーと連携したスケジュール
が可能

• Inviteリストに
meet@chime.awsをふくめる
ことでミーティング開始時に
自動的に通知させることがで
きる

• ミーティングの情報をコピー
して参加者に通知

24 http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/chime/latest/ug/chime-scheduling-calendar-app.html

mailto:Invite��kmeet@chime.aws
http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/chime/latest/ug/chime-scheduling-calendar-app.html
http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/chime/latest/ug/chime-scheduling-calendar-app.html


Meeting IDの選択
• Personal Meeting ID

– 個人ごとに設定可能なPersonal Linkを使用
– リンクがわかれば誰でも参加できるため機密性の高いミーティング

には不向き

• One-time Meeting ID
– ミーティングごとに固有のリンクを作成

25 http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/chime/latest/ug/personal-ID.html

http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/chime/latest/ug/personal-ID.html
http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/chime/latest/ug/personal-ID.html


ミーティングへの参加
• 参加者リスト、ビデオおよびスクリーン共有と録

画、チャットなどの機能が利用可能
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ミーティングへの参加
• オーディオ設定

– マイクとスピーカーが備えられている大きな会議室や電話からミーティン
グに参加する場合はダイヤルインが可能

• スクリーン共有機能
– Windows/MacデバイスまたはIn-Room Video Systemからスクリーンの

共有が可能
– Webブラウザからプラグインなしで共有された画面を視聴できる

• ビデオ機能
– Windows/Mac/iOSデバイスまたはIn-Room Video Systemから利用可能

27 http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/chime/latest/ug/join-meetings.html

http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/chime/latest/ug/join-meetings.html
http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/chime/latest/ug/join-meetings.html


Webブラウザからのミーティング参加
• Amazon Chimeアカウント

がなくてもWebブラウザか
らミーティングへの参加が可
能

• http://chime.awsからJoin 
Meetingを選択してMeeting 
IDを入力

• Amazon Chimeクライアン
トからもアカウントなしでの
ミーティング参加ができる

28 http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/chime/latest/ug/chime-join-meeting.html

http://chime.aws/
http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/chime/latest/ug/chime-join-meeting.html
http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/chime/latest/ug/chime-join-meeting.html


In-Room Video Conference Systemからのミーティ
ング参加
• Cisco/Tandberg/Polycom/Lifesize/Vi

dyoなどのIn-Room Video Conference 
Systemからミーティングに参加が可能
– In-Room SystemからVideo Conferenceを選択
– Amazon Chime H.323ブリッジにダイアル
– 10桁のPINに続けて、”#”を入力
– 画面を共有する場合は、ノートPCを接続してコ

ンテンツ共有を有効化

29 https://answers.chime.aws/articles/107/in-room-video-conference-room-compatibility-h323-1.html

https://answers.chime.aws/articles/107/in-room-video-conference-room-compatibility-h323-1.html
https://answers.chime.aws/articles/107/in-room-video-conference-room-compatibility-h323-1.html


チャットによるコラボレーション

• 1 on 1チャット
– メールアドレスで検索が可

能

• グループチャット
– 最大50人までのチャットに

対応

• チャットルーム
– チャットルームの作成・削

除およびメンバーの追加・
削除
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Amazon Chimeアカウントの種類
• Amazonアカウント

– AWSアカウントの取得は不要

• チームアカウント
– ドメインの登録なし
– 任意の電子メールドメインのユーザーを招待することが可能

• エンタープライズアカウント
– 自社のドメインを登録
– Active Directoryとの連携をサポート
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チームアカウントの作成
• AWSマネージメントコンソールからAmazon 

Chimeを選択

• Account Nameを入力し、Account Typeで
Teamを選択

• Create Accountを選択してアカウントを作成

33 http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/chime/latest/ag/team-account.html

http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/chime/latest/ag/team-account.html
http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/chime/latest/ag/team-account.html


エンタープライズアカウントの作成
• チームアカウントを作成後、以下のステップでド

メインを申請
– AWSマネージメントコンソールからAmazon Chime → 

Support → Submit Requestを選択
– 以下の情報を入力

• 氏名/役職
• メールアドレス
• 組織内のメールアドレスで使用されるドメイン

– Amazon Chimeサポートチームがリクエストに応じてドメインを
登録する

34 http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/chime/latest/ag/enterprise-account.html

http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/chime/latest/ag/enterprise-account.html
http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/chime/latest/ag/enterprise-account.html


Amazon Chimeユーザーの管理
• マネージメントコンソールからユーザーの招待、削

除、停止、ProライセンスおよびPINの管理が可能
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ユーザーの招待
• チームアカウントへユーザーを招待するには

– AWSマネージメントコンソールからInvite usersを選択した画面
でユーザーのメールアドレスを入力し、invite usersを選択する

• エンタープライズアカウントへユーザーを招待す
るには
– 招待したいユーザーに個別にメールで通知し、ユーザーがAmazon 

Chimeアカウントを作成するとUserリストに追加される
– 登録したドメインのメールアドレスを指定する必要がある

36 http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/chime/latest/ag/invite-users.html

http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/chime/latest/ag/invite-users.html
http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/chime/latest/ag/invite-users.html
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AWSのビジネスアプリケーション

セキュアなエンタープライズドキュメントの
ストレージおよび共有

セキュリティに優れたEメールとカレンダー
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Amazon WorkDocsのメリット
ユーザーのメリット:
• シンプルさ

• どこからでも、いつでもアクセス 

• オフラインアクセス

• リアルタイムコラボレーション

IT管理者のメリット:
• エンタープライズグレードのセキュリティ 

• 低コスト

• 管理の容易さ

• スケールとアジリティ

• エンタープライズアプリケーションやツールとの統合が可能
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Amazon WorkDocsアップデート

• デフォルトストレージ容量が1TBにアップグレード

• WorkDocs Webクライアントのユーザーエクスペリエンスを
改善し、コメント機能を強化

• WorkDocs同期クライアントのアップデートにより、同期ス
テータスの通知とパフォーマンスの向上

• Administrative SDKのパブリックプレビューが利用可能に
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デフォルトストレージ容量が1TBにアップグレード
• 従量課金
• ユーザーや期間のコミットメントなし
• 無料試用期間– 50ユーザーを30日間
• S3の料金でストレージの拡張が可能

$7/user/month
1TB 

$3/user/month for 
WorkSpaces users

1TB
 Free tier for 

WorkSpaces users

50GB

※2017年3月の東京リージョンでの価格42



WorkDocs Webクライアントのユーザーエクスペリエン
スを改善し、コメント機能を強化
• Webクライアントのデザインをリニ

ューアルし、よりモダンで直観的な
ユーザーエクスペリエンスを提供

• ドキュメントへのコメント機能を強
化し、コメントのスレッド化、フォ
ーマット設定、メンション、プライ
ベートコメントおよびフィードバッ
クの無効化が可能に

• Webクライアントからドキュメント
に対するアクセス権のリクエストが
容易に可能

43 http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/workdocs/latest/userguide/client_add_feedback.html

http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/workdocs/latest/userguide/client_add_feedback.html
http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/workdocs/latest/userguide/client_add_feedback.html


WorkDocs同期クライアントのアップデートにより同期ス
テータスの通知とパフォーマンスの向上
• WindowsおよびMac版のWorkDocs

同期クライアントで同期ステータスが
リアルタイムで確認できるように

• “Shared with me”フォルダのファイ
ルをローカルのコンピュータ上で削除
することで同期をストップすることが
可能に

• 同期のパフォーマンスを高速化し、
CPUとメモリの消費量を削減

44 http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/workdocs/latest/userguide/sync_client_help.html

Example.pptx

MyDocument.docx

概算見積もり.xlsx

http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/workdocs/latest/userguide/sync_client_help.html
http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/workdocs/latest/userguide/sync_client_help.html


Administrative SDKのパブリックプレビューが利用可能
に
• JavaとPythonのSDKを提供

• ユーザー、フォルダ、ファイル、アクセス権に対する
CRUD（Create/Read/Update/Delete）の実行

• IAMによるアクセス管理、CloudTrailでの監査

• Amazon SNSからのリアルタイム通知

http://docs.aws.amazon.com/workdocs/latest/developerguide/what_is.html45

http://docs.aws.amazon.com/workdocs/latest/developerguide/what_is.html
http://docs.aws.amazon.com/workdocs/latest/developerguide/what_is.html


例：ドキュメントのアップロード（抜粋）
// Signed URLを使用したドキュメントのアップロード
URL url = new URL(uploadUrl);
HttpURLConnection connection = (HttpURLConnection) url.openConnection();
connection.setDoOutput(true);
connection.setRequestMethod("PUT");

// ここで指定するContent-TypeはInitiateDocumentVersionUploadリクエストにある
// Content-Typeと一致している必要がある
connection.setRequestProperty("Content-Type","application/octet-stream");
connection.setRequestProperty("x-amz-server-side-encryption", "AES256");
File file = new File("/path/to/file.txt");
FileInputStream fileInputStream = new FileInputStream(file);
OutputStream outputStream = connection.getOutputStream();
com.amazonaws.util.IOUtils.copy(fileInputStream, outputStream);
connection.getResponseCode();

46 http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/workdocs/latest/developerguide/upload-documents.html

http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/workdocs/latest/developerguide/upload-documents.html
http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/workdocs/latest/developerguide/upload-documents.html


API一覧

Users Folders Documents Permissions Notifications
• Create User
• Activate User
• Describe Users
• Update User
• Delete User

• Create Folder
• Get Folder
• Get Folder Path
• Update Folder
• Delete Folder
• Describe Folder
• Delete Folder Contents

• Get Document
• Delete Document
• Get Document Path
• Get Document Version
• Describe Document 

Versions
• Initiate Document 

Version Upload
• Abort Document Version 

Upload
• Update Document 

Version

• Add Resource 
Permissions

• Describe Resource 
Permissions

• Remove Resource 
Permission

• Remove All Resource 
Permissions

• Subscribe to 
Notifications

• Unsubscribe from 
Notifications

http://docs.aws.amazon.com/workdocs/latest/APIReference/Welcome.html
47
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Amazon WorkMailのメリット

• ライセンスへの初期投資とオンプレミス電子
メールサーバーの展開の工数を削減

• WorkMailは自動的にパッチ管理、バックアッ
プ、アップグレードを処理

• 既存のオンプレミスディレクトリとの統合

• AWSコンソールから数クリックでユーザーを
追加

49



Amazon WorkMailアップデート
• Microsoft Exchange Serverとの相互運用性をサポート

• コンプライアンス要件を満たすためのメールのジャーナリ
ング機能を追加

• WorkMail Webクライアントのユーザーエクスペリエンス
を改善

• Microsoft Outlook 2016 for MacとIMAPクライアントをサ
ポート

• 外部メールアドレスへのリダイレクトルールが設定可能に
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Microsoft Exchange Serverとの相互運用性をサポート
• Amazon WorkMailがMicrosoft Exchange Server 

2010/2013との相互運用性をサポート

• メールボックスのWorkMailへの移行や既存環境との共存
が可能

• 環境をまたがって共通のドメインを使用し、シームレスな
ミーティングのスケジュールやカレンダー情報の共有

• グローバルアドレス帳の共有が可能
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グローバルアドレス帳の共有

同期

ユーザー、グループ
とリソースの検索と

アドレス解決

管理者

ユーザー、グルー
プとリソースの管

理

Amazon WorkMail
でユーザーを有効化

Microsoft Exchange
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コンプライアンス要件を満たすためのメールのジャーナリ
ング機能を追加
• SMTPによるジャーナリングをサポートしてAmazon WorkMail 

Organizationで送受信した電子メールをサードパーティのアー
カイブおよびeDiscoveryツールとの統合が可能に

• プライバシー保護、データストレージと情報の保護に関するメ
ールのコンプライアンス要件を保証

• ジャーナリングを有効にすると
amazonjournaling@yourorganization.awsapps.comから
”journal record”と呼ばれるフォーマットで電子メールのコピ
ーが送信される
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電子メールの送
受信

メールのジャーナリング

管理者

ジャーナリング
アドレスの設定

アーカイブソリューション

ジャーナリング
のエンベローブ
を付与して送信
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WorkMail Webクライアントのユーザーエクスペリエン
スを改善
• Webクライアントのデザインをリ

ニューアルしてよりモダンなイン
ターフェースを提供

• 階層とプレビューパネルのサイズ
をカスタマイズすることで画面に
あわせてエクスペリエンスを最適
化

• よく使用されるフォルダをフォル
ダリストの最上位に表示
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Microsoft Outlook 2016 for MacとIMAPクライアン
トをサポート

RPC

EWS

IMAP

ActiveSync

SMTP

Amazon
Simple Email Service

• Amazon WorkMailのクライアントとして
Microsoft Outlook 2016 for Macをサポー
ト

• IMAPをサポートすることで任意のメールク
ライアントからAmazon WorkMailにアクセ
スすることができるようになるだけでなくサ
ードパーティのアプリケーション（CRM/チ
ケットソリューションなど）との統合が可能
に

http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/workmail/latest/userguide/using_IMAP_client.html
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外部メールアドレスへのリダイレクトルールが設定可能に
• Microsoft OutlookやWorkMail Webクライアントなどの

メールアプリケーションから外部メールアドレスへのリダ
イレクトを設定することが可能

• この機能を有効にするにはAmazon Simple Email 
Service (SES)でAmazon WorkMail Organizationで使用
しているドメインのIdentity Policyをアップデートする必
要がある

• 2016/10/13以降に追加したドメインではデフォルトでこ
の設定が有効になっている

57 http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/workmail/latest/adminguide/editing_domains.html
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まとめ

• Amazon Chimeはフラストレーションフリーの会議、ビデ
オ通話、チャットを実現するフルマネージドのサービス

• エンタープライズアカウントを作成することで自社のドメイ
ンの登録およびActive Directoryとの連携が可能

• Amazon WorkDocs/WorkMailとあわせてビジネスアプ
リケーションのためのソリューションを提供
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製品のホームページ （英語）
https://chime.aws/

ドキュメント (英語)
https://aws.amazon.com/jp/documentation/chime/

参考資料
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参考資料
• Amazon WorkDocs

http://aws.amazon.com/jp/workdocs/
• Amazon WorkDocs Documentation

http://aws.amazon.com/jp/documentation/workdocs/

• Amazon WorkMail
http://aws.amazon.com/jp/workmail/

• Amazon WorkMail Documentation
     http://aws.amazon.com/jp/documentation/workmail/
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Q&A
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オンラインセミナー資料の配置場所

• AWS クラウドサービス活用資料集
– http://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/

• AWS Solutions Architect ブログ
– 最新の情報，セミナー中のQ&A等が掲載されています
– http://aws.typepad.com/sajp/
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公式Twitter/Facebook
AWSの最新情報をお届けします

63

@awscloud_jp
検索

最新技術情報、イベント情報、お役立ち情報、
お得なキャンペーン情報などを日々更新しています！

もしくは
http://on.fb.me/1vR8yWm



AWSの導入、お問い合わせのご相談
AWSクラウド導入に関するご質問、お見積り、資料請求を
ご希望のお客様は以下のリンクよりお気軽にご相談ください
https://aws.amazon.com/jp/contact-us/aws-sales/

※「AWS　問い合わせ」で検索してください

64

https://aws.amazon.com/jp/contact-us/aws-sales/
https://aws.amazon.com/jp/contact-us/aws-sales/


AWS Black Belt Online Seminar

今後の配信予定
– 3月14日(火) 12:00～13:00 Well-Architected Framework

– 3月15日(水) 18:00～19:00 Auto Scaling

– 3月22日(水) 18:00～19:00 Developer Tools (CodeX シリーズ)

– 3月28日(火) 12:00～13:00 動画配信 on AWS

– 3月29日(水) 18:00～19:00 Amazon AI (Lex/Rekognition/Polly) 

申し込みサイト

– http://aws.amazon.com/jp/about-aws/events/#webinar

   (もしくは「AWS イベント」で検索)
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簡単なアンケートにご協力ください。

画面に表示されるアンケートフォームに入力をお願いしま
す。

• 皆様のご意見は、今後の改善活動に活用させて頂きます。
• コメント欄には1行で自由な内容を書き込み下さい。

例)
- 本オンラインセミナーへのご意見
- 今後オンラインセミナーで取り上げて欲しい題材
- 発表者への激励
  等々…

※Q&A同様に書き込んだ内容は主催者にしか見えません
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ご参加ありがとうございました
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